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滋賀県 高島郡 マ キ ノ 町 に お け る オ ウ レ ン の 生 育地調 査 （2）1）

　　　　　植生 と形態 及 び ア ル 力 ロ イ ド含量 につ い て

小 西 天 二∴
e

清 沢 　脩，嶋 田 康 男，
b

　　　　寺 門 滋 人 tb 高 田 佐 妃 子
b

　　　　　　　
勗
京都 薬科大学，

h
三 星製薬株式会社

　　　　　　 Sulvey　of 　Colonies　of αoptis　japonica　 in　Ma   o −cho ，

Takashirna−g皿 ，　Pref．　Shiga（2）
n

：Vegetatio皿 ，　Morphology　and 　Alkaloid　Contents

　　 TENJI　KoNls田 ，
s ．
　

e

　 SHIu　KIYosAwA ，　 YAsuo 　SHIMADA　
h

　　　　SHIGEHITo　TERAKADo ，
band

　SAKIKo　TAKADA 　
b

8Kyoto

　Phamiaceutical　University，　 Nakauchi −cho 　1頃 5asa庫，｝
’
atnashina −kU，

　　　　　　　　　　 1く：｝！o ホ0607 −84」4，　Japan
　 b

　　ルti
’
tSubos血i　Phaimaceutic∂1　Co・　Lホd・，　Gosθ eiij 〆639−2216 ，丿Opan

σ｛eceived 　November　22，1999）

　 In　 a　sloping 　area　jn　 Makino−cho ，　 Shiga　Pref．，with 　 a　gradient　of　about 　30
’
，

near 　the　fbot　of　mountains ，　the　colonies 　of 　Coptis／hponica　and 　Coptis　qUinquefbiia
thriving　on 　the　belt　of　mixed 　fbrests　with 　deciduous　trees　and ∬ケηロ 5　densiflora　were
surveyed ・

　The　botanical　composition 　of 　the　area 　was 　like　a　Fagus　crenata 　 fbrest，　 but　the
leaf− canGpies 　were 　mainly 　fbImed　of 　deciduous　broad−leaved　trees　such 　as　Castanea

crenata 　and 　Quercus　setTuta ，　 indicating　a　warm 　temperate　zone 　fbrest　on　a　p証edmont ．

　 Coptis　／aponi （va　ptants　are　divided　into　three　groups，　CJ−1，　CJ−2，　and 　CJ−3
according 　to　the　temate 　compound 　leaves，　 and 　the　survey 　showed 　that　 the　Coρtis

／apon ノα！　PIants　in　the　examined 　area 　Gonsisted 　of 　about 　58・6％　of 　var ．　ノapanica
（CJ−1），5．9％ of　var ．　 dissecta（CJ−3），　 and 　35 ．5％ o負 he　third　group　（CJ−2）with

twice 　temate −1ike　compound 　leaves．　 The　bett）erine 　content 　 in　the　rhizomes 　Qf 　C ．

quinquefoiia　was 　iess　than　half　that　of 　C ．ノapon ／ca ．

　 Keywords 　 Coρtis／apofl ’ca ； Coptis　quinquefbiia　l　vegetation ．variety ；temate

compound 　leaf；rhizGme 　l　 alkaloids

　現在 ，オ ウ レ ン Coptis ／aponica （THUNB．）MAKINO

は ，そ の 葉型と分布に よ りキ クバ オウ レ ン 　var ．

ノaponica 　SATAKE，セ リバ オ ウ レ ン var ．　 dissecta

NAKAI，コ セ リバ オ ウ レ ン var ．　 major 　SATAKEの 3変

種 に 分類 され て い る ．

　滋賀 県下 の オ ウ レ ン に つ い て は ，現 在，10数箇

所 に つ い て 調査 し て い るが，特 に 高島郡 マ キ ノ 町

牧野 地 方の オ ウ レ ン の 葉 に は，幅広 い 変異が 見 ら

れ る ．前報
D

に 続 き，そ の 実体 と周 辺 の 植生 を明

らか に し，今回は隣生す る バ イ カ オ ウ レ ン Coptis

quinquθfolia　M【Q．に つ い て も調査 し た ．また，ア

ル カ ロ イ ド含量 に つ い て も検討 した．

　 1　謂査 地 に つ い て

　前回調査
i ］

の マ キ ノ 町牧野地 籍 の オウ レ ン の 生

育地 は，標高144〜152 皿 の 落葉広葉 樹 二 次林 と ス ギ，
ヒ ノキ の植林地が，約 半 々 に 混在す る地域で あ っ

た．今回 の 調査 地 は そ の 同
一
山麓 の 北側斜面に 当

た り，標高 154〜180 皿 の 地域で あ り，前回調査 の G

区 に 隣接す る こ とか らH 区 と称 した ，H 区 は G 区

と同
一一

の 山麓帯で ある が 北斜面 に 当 た る．山麓帯

は東西 に緩や か な斜面と な り北方に拡が る．　 山麓

（108）
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　　　Fig．1．　 The 　Examined 　Area

a：the　recent （A −G ）a皿 d　new 　region （H）
2 ）．b： vegetation 　of 　C ．ノaponica 　and 　C．　 quinquefolia．

線か ら北方約70皿の 付近 を知 内川 の 支流が流 れ る t

H 区 は 山麓線に沿 っ て 東 西 に 長 く拡が り， 地勢 と

植 生 の 変化を考慮 し て H −1か ら H −5の そ れ ぞ れ の

調査地 域 に 区分 し た ．

　H −1 は 最 も低位置に あ り， 湿性 の や や 高 い 地域

で ある． H −2は 貯水池と周 辺の 堤か らな り，
一

部

に 湿 地帯が ある．H −3と H −4は今 回調査地の 主 た る

地域 で傾斜度30〜35
’
の 北斜面の 領域で ある ．H −5

は周辺 よ りlm 程 小 山状 に 隆鵡 し た 地域で ， 低木

は伐採 され人為的 関与 の 大 きな区域 で ある（Fig．1）．

2 植 生 の 階層構造 に つ い て

調査 地 の 年間の 降雪量 ， 降雨量 ， 平均 気温や

地質は前回
D
報告 の 通 りで あるが ， 北か らの 強い

季節風 を受けやす い 地域で ある． 北斜面で あるが，

夏期 は 日 照が比較的良 好 で あ る．　 調査地域は ，北

斜面 と山麓帯 の 部 を含 む総 面積 約 2194m 　
2

の 地

域で あ る．全域 に 生 育す る 維管束 植物 の うち確認

した もの は 木本類 55種，草本類63種で あ っ た。樹

冠が ア カ マ ッ ，ク リ，コ ナ ラ など に よ っ て 形成 さ

れる二 次林で ，ア カ マ ッ は 胸高位周囲 1m に 及 ぶ

もの が ある．本調査地 に おけ る主な 植生 の 種組成

を TAB鵬 i に 示す．

　2ユ 　高木及 び 低木層

　高木 層 （B1 ）に は ク リ，コ ナ ラ ， ア カ マ ッ の 他

に 個体数は少な い が ア ベ マ キ ， ク ヌ ギ ， ホオ ノキ ，

（109）
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  TABT.},' r . Botanical ComposLtion with  Coptisjaponica

Loeality  iMakino-cho,Takashima-gun,pTeT'.Shiga.Japan
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　　　VnCCln 「um 　oldhnmi 「　闡EQ ．　ナツハゼ

　　　Akehjn 　quinata 　f｝巨c
．^卜sNL ‘　 アケヒ

　　
sSofhus

　commjxta 　H巨n，．．　ナナカマド
．

　　
奪
∬lex　macro ρoda 　凹 」Q 、　アオハダ

　　　Acer　palsuntum　THuNH ．　イロハモミジ

　　　彫eigefa 　hortensjs 　K．　Ko ［／H 　タニウツギ

　　　Rubus 　p，11eatus 　T＋iWNR ．　var ．　co ρ亡ophylF ロs　A．　G冒^Y 　モミジ｛チゴ

　　　Castaneu　 crenatn 　 SI ト：B．　et 　ZuIス・．　ケリ

　　　Rhus 　．iavanjca 　　L．　var ．　rorhurghii 　REHDER 　et 　田 rF ．s 幽ヌルデ

　　　誕or ∬ s　aUS ‘．ra1 ’S　Pご、IH ．　ヤマヴワ

　　　Par ‘
．henocissus 　亡‘

’．「c ロsρida‘a 　PLANCH．　ツタ

　　　Rosa 　mu ’‘iflora 　THUNH ．　ノイバラ

　　　Be厂che 凹ja　facemosa 　SIF．卩．　et 　Z，、〔，Ct．　ケマヤナギ

K 　Cop 亡iS　Ja．ponlca 　闇AKINe 　オウレン

　COJ）‘js　auinauefo ’重n　M 曜q ．　filカオウレン

．Pfsperu厨　S齦i1擢 C．「n ユ1毋　A．　G尺AY 　チゴユリ

B゚lechnum　．niponjcum 　N K^LNO 　 シシ灯シラ

　DjOSCO 「ea 　gfacilli 僧a 　M 」o ．　タチドコロ

　Epjmedjum 　sempervirens 　NAKAd　トキワイカリリウ

　∫団 」1nx　china 　L．　サb卜1，イ月ラ
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．
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拿
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　Pot
．
amogeton 　fryeri 　A．　B 巨 NN 巨 丁

．r 　 フトヒルhシロ

　Pilea　／aponica 　HへND ．−MAlz．　ヤマミズ
拿Mitchella　unduJnta 　S トffH ．　et 　Zvc（・．　ツ晒アリ馨ウシ
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　yiScanthUS 　SjnenSiS 　AN 【， F．kss ．　　ススキ

　Persica厂1∂　‘
．hunbergii　H．　6itoss．　 ミゾソバ

　Rubus 　buergefi 　膩la ．　フユイチゴ
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　IxeriS 　dentata 　NAKAi　　二灯ナ

　Pat「inia 　Vi ’losa 　JIJss．　オトコエシ

　．lxe．r’s　s‘o ’onjfera 　へ．　（｝uAY 　イワニ港ナ

Euρatorium 　chinense 　L．　ヒヨドリバナ
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イ ヌ ン デ，ウ ワ ミズ ザ ク ラ が成育 す る．ア カ マ ッ

は 高本 で あ るが被度 は 小 さ い ．亜 高木 層 （BL・）と

低木層 （S）は 大部分 が マ ル バ マ ン サ ク，リ ョ ウブ．
コ シ ア ブ ラ ，エ ゴ ノ キ，ク ロ モ ジ， コ ア ジ サ イ，
ヤ マ ウ ル シ ，サ ワ フ タ ギ ，コ バ ノ ガ マ ズ ミな ど の

落葉 広葉 樹 か らな り，イ ヌ ッ ゲ，ア セ ビ，ピ サ カ

キ，ネ ジ キ ，ソ ヨ ゴ な ど の 常緑樹 も混在す る．エ

ゴ ノキ は コ ナ ラ ，ク リ と と もに ク リー
コ ナ ラ 林 の

識別種 で あ り ア カ マ ツ ．ア セ ビ，ソ ヨ ゴ は ア カ マ

ッ 林 の 識別種 と さ れ る、ま た ，ヤ マ ウ ル シ ，コ バ

ノ ガ マ ズ ミ．リ ョ ウ ブ，ネ ジ キ は 1次林 要素 で あ

る
3 ）

。 H −3 ，　 H −4の 両域は隣接 し て 地 形 及び植生 も

類似する が ， H −3の 亜 高 木層 は 伐採 に よ り少数 の

構成種 か ら な る． ミ ヤ マ ウ メ モ ドキ は H −2区 の 湿

地で 群生 し，他 の 地 域 で は 見られな い．

　 2−2　林床層 （K）

　 オ ウ レ ン は H −1を除 く全域に 生育す るが，特 に

H −3，H −4 の 山 麓線 の 水路 に 沿 い 拡が りが 見 られ

る．バ イカ オ ウ レ ン は 標高160m 付 近 か ら出現 し，

標 高 176m の 地 域 に 及 ぶ ．オ ウ レ ン と隣接 し て 群

生す るが ，オ ウ レ ン に 対 し て 斜面 の 高位置 を占 め

コ ロ ニ
ー

を形成す る ． H −5の やや 隆起 した凸 状地

で は高所に バ イ カ オ ウ レ ン が 密生 し，そ の 周 辺 の

低位 置に オ ウ レ ン の 生育が 認 め られ る．チ ゴ ユ リ，

シ ン ガ シ ラ，タチ ドコ ロ 、 トキ ワ イ カ リ ソ ウ，オ

オ イ ワ カ ガ ミ，ゼ ン マ イ．チ ヂ ミザ サ は 広 い 領域
に 生 育す る． シ シ ガ シ ラ ，オ オ イ ワ カ ガ ミは や や

乾燥す る 高地 に 群 生 し，ゼ ン マ イ は 湿性の 高 い 低

地 を占め る．タチ ドコ ロ ， トキ ワ イ カ リ ソ ウ は 全

域 に 散 在す る． H −1区 に オ ウ レ ン ，バ イ カ オ ウ レ

ン が 生 育 しな い の は ，湿潤な地質に よ るも の と考

え られ る． H −2区 の 貯水池は フ トヒ ル ム シ ロ が 密

生す る単純 な組成で あ る ． H 区 か ら拡が る山麓帯

の 緩 い 東 西 の 斜 面は ，樹 高20m に 及 ぶ ア カ マ ツ，
コ ナ ラ，ク ヌ ギ、ア ベ マ キ な ど で 形 成 され る森林

で ある が，林床は 下刈 りの 影響 に よ りオ ウ レ ン は

僅か な地点に 生育 す る に 過 ぎな い 　（TAB［．E　 i，Fig．
ユ）．

　 2−3 植生 に つ い て の 考 察

　マ キ ノ 町 の 気象の 年間記録 （1982−1986）
4 ）

は 降雪

量 282 ．5（平野 部 ），497 ．3cm （山 間部 ），平均 温度

13．4℃ を示す．本 調査地 は 同 町 の 北部 に 位 置 し，

積雪 量も多 く全 くの 日本 海側 の 気候 で北 方 の 植物

が 多 い と い う
5 〕

．

　TABLE 　 l の 構成表は，鉢冠が 3層か らな りア カ マ

ッ、落 葉広葉 樹を主 体 とす る混交二 次林で ある こ

とを 示す．そ の 組成は 多様で あ る が，ブ ナ 林総合

常 在度表
6 ）

に 記 載 さ れ て い る植物 は 40種 に 及 ぶ ．

併 し，ブ ナ の 牛 育は 見 られ ず高木層は ア カ マ ッ の

他は ナ ラ 類，シ デ 類，ク リな ど落葉広葉樹 に よ り

占め ら れ ，中間温帯性の 森林で ある こ と が 示唆 さ

れ る
7 ）

．

　 3　 H −3区 の 植 生 に つ い て

　 本調 査地は北斜面 の 中央 に 位蹤 し，総 面積約 458

m2 ，傾斜角約 30
’
の 斜面で あ る．オ ウ レ ン とバ

イ カ オウ レ ン が群生 し，両種 の 植界が 見ら れ る 地

域で ある，両植物 の 出現頻度とオウ レ ン の 葉 の 変

異 に つ い て 調査 し た ．

　 3−1 高木，亜 高木 層

　 構成樹は 落葉広葉樹 が 主 体 で あ る が ，数本 の ア

カ マ ツ が 混生 す る．周 辺 で密 生 す る処 もあるが ，

中央付近 は 樹木 が散在 し落 葉時 の 林床 の 日照 は比

較的良 好であ る．ア カ マ ッ は胸 高位 面積 1000  
2

を越 える もの もあ るが，樹冠は 小 さい ．コ ナ ラ は

胸高位甑積の 割合に 樹冠 の 拡が りが 著し く，落葉

時以 外は 適度 の 陰地 を 形成 し，林床 は 北斜 面 の 地

形 と とも に オ ウ レ ン 生育 の 適地 とな っ て い る．

　 3−2 草本層

　 本 斜面の 標高差 は 約 8m で あ る ．低地 に は ゼ ン

マ イ，チ ゴ ユ リ，ハ ナ ヒ リ ノ キ ，カ シ ワバ ハ グ マ ，

クル マ バ ハ グ マ な どが 群生 し ゼ ン マ イ，ヤ マ ドリ

ゼ ン マ イ は 水 路 に 沿 っ て 拡が る．高所は や や 乾燥

し て オ オ イ ワ カ ガ ミ，シ シ ガ シ ラ の 大小 の 群 生地

が 散在する，オ ウ レ ン と バ イ カ オ ウ レ ン の 生育域

は実 線 で区画 して，図 （Fig．2）に S−1 ，
　 S−2 ，

　 S−3の

記 号で示 した． S−1，　 S−3はバ イカオ ウ レ ン とオ ウ

レ ン それ ぞ れ が生 育す る領域で あ り， S−2区域 は

両者 が混生す る 地域で ある ．

　 3．3 オ ウ レ ン と バ イ カ オ ウ レ ン

　 H −3 ，H −4 ，　 H−5の 各 区 で は ，オ ウ レ ン と バ イ カ

オ ウ レ ン が隣接し て 生育する が ，バ イ カ オ ウ レ ン

は オ ウ レ ン よ り低湿 の 高所 を占め る．

　H −3区 に お け る両者 の 群生 状態に つ い て調 査 し

た ．オ ウ レ ン は 3出複葉 の 変異 に よ り CJ−1，　 CJ−2 ，
CJ−3 ］ ’

の 3群に つ い て出 現頻度 を検 討 した．　 CJ−1 ，

CJ−3は そ れ ぞ れ 1回 3出複葉及 び 2回 3出 複葉 か ら な

る個体 群 で あ り，通 常，キ ク バ オ ウ レ ン ，セ リバ

オ ウ レ ン と して 分類 され る． Cj−2は 両変種 の 中間

型 で あ り，
1回3出か ら2回3出に 亙 る変異 の 3出複葉

を混在す る個体群で あ る．

　調査は前回
1 ）

同様lm 　
2

を適宜区画 し，オ ウ レ ン

は CJ−1，　 CJ −2 ，　 CJ−3の 出現 頻度 を円 グ ラ フ に 示 し

た．バ イ カ オ ウ レ ン は個体 が小 さ く密集 して コ ロ

ニ
ー

を形成 す るた め，1rn　2 内 の 個体 数 を被度
7 〕

を

も っ て 代替 した． S−1，　 S−2 ，　 S−3 の そ れ ぞ れ の 領
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一

　　　　　Fig．2
　　Frequencies　of 　CJ

−1，　CJ−2 ，　CJ−3，　 and 　C ．　 qロinquefolia　in　H−3　Section
th・ 倉・q・   ・y　w ・・e　e・  圃 i・ a・ea ・ ・f ・ m2 　・elec・・d … and ・ m 凸 ・ ・e・ultS・ ar・ i・ 出 ・ f・  ・f ・ p・・sent 。g。

dia即 m ・ LTI ・e　numb … f出・ C ・ノap・鰡 pl・nt・ is　seen 　i・ 山 ・ ・emi ・i・cle−a ，　and 止・ f・equency ・f　C ．　q吻 。。．
責）∬ia’55 血ow η　by　the　STade　of 　dominance 　in　the　semicircle−b ．

域に つ い て 4〜5箇所を任意に 選 択 して 調査 した．オ

ウ レ ン の 株数は lm　
2
に 1G〜26株の 範囲 に あ っ て CJ−

1 ，CJ−2，CJ−3の 出現頻度は場 所 に よ り変化 した ．

それ ぞれ の 検体総 数 の 割合 は CJ−1は 58 ．6％ ，　 CJ−2
は 35 ．5％ ，CJ−3は 5 ．9％ であ っ た．バ イ カ オ ウ レ ン

は S−1領域 に群 生す る が ，被 度は 1か ら5 ま で 変 化

した （Fig．2）．

　 4　オ ウ レ ン の 形態

　オ ウ レ ン は 葉の 変異 と地理 的隔離に よ り，3変種

に 分類 され る
S ）

． 本調査地 で は 前回同様，オ ウ レ

ン の 葉 に は幅 広 い変異が 観察 され た．変異 の 状態
は．第一一

小葉柄と小葉の 長 さの lk　petiolule　 rati（乂p．
r．）

9 ，
に よ っ て も知 る こ とが で き る ．CJ−1，　 CJ −2，

CJ−3の p．　 r．を測定 しキ ク バ オ ウ レ ン ，セ リバ オ ウ

レ ン の 文献値
9 ｝

と比 較、検討 した．

　 CJ −1 ，　 CJ−2 ，　 CJ−3 の p．　 r．は 任意 に 選 出 し た

各 5〜7献体、約20枚の 成熟葉 に つ い て 測定 し，平均
値を括弧内に 示 し た ．CJ−1は中央小葉 （C1）が 0．137
〜0 ．315（0．246），側小葉 （S1）は 0．068〜0．255 （0 ．172）
で あ っ た． CJ−2の Ct は 0 ．225 〜0．370 （O．315 ），　 Sl
は 0．120〜⊂｝．333 （0 ．213 ），CJ−3の C1 は 0 ．302 〜 O．408

（0．367），Slは O．226 〜0．333（0 ．279＞の 各値を 示 し た

（Fig．4）．　文献値は 1回3出複葉が O．236〜O ．345 （C1），
0．153 〜0．278（Sl），2〜3回 3出複葉 が 0．278〜0 ．467 （Cl），
0 ．183〜0、369（S1）で あ る．従 っ て CJ −1はキ ク バ 型に，
CJ−3は セ リバ 型 に 対応する．　 CJ−2の 各値は 両者の

間 に あ り，中位の 変異の 状態を表 して い る．なお，
採集 した 18検体 中，根茎が分枝す る もの は 5検体の

み で他 は単軸状で あ っ た．分枝 す る株の うち 1 株

は根茎 の 中位で 分枝して 2軸 （a，b）とな り，図 （Fig．
3）に 示すよ う に 、各軸 に 生 じ る葉 の 形態 は 明 らか

に 異な っ て い た．そ れ ぞ れ 4葉 の p ．r、は ，　 a 軸 の

Cl で は O．368〜0．386 （0 ．377 ），　 Sl は 0．269〜O．316

（0 、284），b 軸 の Cl は 0 ．261〜0．369 （0．314 ），　 S！は
O ・200 〜0 ・302 （0 ・262 ）で あ っ た （Fig．4）．

　 5　 ア ル カ ロ イ ドの 定量

　調査地域 の CJ−1 ，　 CJ−2 ，　 Cj−3の 根 茎及 び ひ げ 根

（CJ−R ）の ア ル カ ロ イ ド含量 を測 定 し，群生 す る バ

イ カ オ ウ レ ン の 根茎 （CQ −IUi）と匐枝 （CQ −S）に つ い

て も比 較，検討 し た ．任意 に 採集 し た オ ウ レ ン 18

検体 の 根茎の 長 さ は 5〜9cm
， 節間数は 10〜20で

あ っ た ．ア ル カ ロ イ ドの 定 量は ベ ル ベ リ ン ，コ プ

（113）
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Fig・　4 ・　　Petiolule　Ratio （length　of 　first　petiolule！

　　　　　　1ength　of　leaf互et）of （〕（）ptis／aponica

　　　Cl： center　leaflet　of 　ternate　compound 　leaf

　　　Sl二 side 　leaflet　of 　ternate　compound 　leaf

　　 　 a，a
’
： CJ−1．　 b ，b

’
．CJ −2．　 c ，げ：CJ−3．

　　　d，d’： Fig．3−b．　e 、e
’
：　Fig．3−a

　　▲ ： maXimUm ，■ ．aVeragge ，● ：
’
minimUm

チ シ ン，パ ル マ チ ン に つ い て実施 した．

　1） 試 料 の 調製　　CJ−1 ，　 CJ−2，　 CJ −3各6検体 を

採集 後水洗 し，根茎 と ひ げ根 を 分離 し て 細 切 す る．

更 に 充 分風乾後粉末 に す る．な お ，バ イ カ オ ウ レ

ン の 地下 部は，根茎 と 匐枝 を分け て オ ウ 1．・ン と 同

様 に 試 料調製 を行 っ た．

　2）試料溶液 の 調製，3）標準溶 液 の 調 製，4）高速

液体ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

の 各項 に つ い ては，前回
1 ）

同様 の 過 程 に 従 い 実施 した．なお，各検体の 重量

が 小 さ い た め 個体別 の 定量 は せ ず，オ ウ レ ン の 根

茎 は CJ−1，　 CJ−2 ，　 CJ−3の 3グ ル
ープ ，ひ げ根 は ・括

し て CJ−R と し，バ イ カ オ ウ レ ン は CQ −Rh ，　 CQ −s

そ れ ぞ れ の 試 料 に つ い て 測 定 した ．

　5） 結果 ・考察　　標準溶 液 の 保持 時間 （Rt，min ）

は コ プ チ シ ン ll．39 ，パ ル マ チ ン 13．37 ，ベ ル ベ リ

ン 14 ．61 ，内標準液27．22で あっ た ．

　各試料 の 定量結果をTABLE 鉦 に ま とめた，　 CJ−1，

CJ−2，　 CJ−3各 グル
ープ の 柑互 の ア ル カ ロ イ ド含量

に は著 しい 相違 は 見 られ な い ．ま た ベ ル ベ リ ン，

コ プチ シ ン， パ ル マ チ ン それ ぞれ の 含量平均値は
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TABLE 　 llAlkaloid　Contents　in　Coptis／aponica 　and 　Coρtis　quinquefolia（％ ）

CJ−1，CJ−2，CJ−3：rhizome 　of （】（4ptis／apOnica ．　CJ−R ：root　of α ）ρ  5 ／aρoπ’ca．
CQ −R ・ r・・t ・f　C・quinquef・iia・　 　 CQ −S： st・1・ n ・f　c ．　q・ingu・folia．

”
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7．56 ，2 ．38 ，0．10％ で あ っ た， バ イ カ オウ レ ン

根茎 CQ ・Rh の ベ ル ベ リ ン 含量 2 ．931 ％ は，オ ウ

レ ン の 根茎 と比較 し て 極め て低 い ．蔔枝 CQ −S の

各ア ル カ ロ イ ド含量は ，オ ウ レ ン ひげ根 CトR の そ

れぞれ の 定量値に 類似する．

　 6A 〜G 区及 び H 区 に つ い て

　前報
1 ）

の A 〜G 区 は ，山 麓 の 東斜面 に 位置する．
高木 層は 落葉広葉樹 と ス ギ， ヒ ノキ の 植林域に 区

分 さ れ ，落葉広葉樹の 組成は H 区 と類似する。低

木層は常緑広葉樹が 広域を占め，落葉広葉樹を主

体 とす る H 区 と異な る．

　 H 区 の オ ウ レ ン に つ い て は， A 〜G 区 と 比 較 し

て以下 に 要約 し た．
1） 生育地 の 植物組成はブ ナ 林 を指標するが，林

冠 は ナ ラ 類， シ デ類 ， ク リなど の 落葉広葉樹に よ

り形成 さ れ ，中間温帯林で ある こ とを示唆す る．
2） CJ−1，　 CJ−2 ，　 CJ−3 の 出現頻度は それぞれ 58．6

％ ， 35．5％，5 ．9％ とな り， A 〜G 区 （CJ−147 ．9％ ，
CJ−241 ．9％ 、　 CJ−310 ．2％）と比較 して キ クバ 型 の

割合が増加 して い る．
3） バ イ カ オ ウ レ ン は A 〜G 区 に は生育 し な い が，

H 区で は標高 160m 以 上 の 地域 に 群生 し，オ ウ レ ン

と の 植界も見 られ る．
4） CJ −1，　 CJ−2 ，　 CJ−3の 地下 部 ア ル カ ロ イ ド含有

率は ， A 〜G 区 と略同様の 値 を示 し， 変異株相互

に 大 きな差異 を認めない．
5） バ イ カ オ ウ レ ンの ア ル カ ロ イ ド総 含有量 は ，

根茎では オ ウ レ ン の 三 分 の
一．匐枝は オ ウ レ ン の

ひ げ根 に近似す る ．

　なお，オ ウ レ ン 根茎 の 2変種間の ベ ル ベ リン 含量

は ，生 育環 境 が同
一一

の 場合に は 差異 を認 めな い と

い う
10 ）

．オ ウ レ ン の 生育環境 の 変化 とア ル カ ロ イ

ド生産 の 関係は ，興味 ある課題 で あ る．
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